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あかね会活動へのご理解・ご協力を 

南多摩同窓会あかね会 会長 石川 和昭 （昭和３６年卒） 

東日本大震災の年に入学した中等教育学校二期生が、

今春無事母校を巣立って行きました。災害の多い我が国

にあって、当たり前のようでありながら当たり前でない

この六年間の無事を、会員の皆様と共に感謝したいと思

います。母校の生徒達は、第四高女・南高の良き校風や

伝統を受け継ぎ、授業はもとより行事や部活動など文武

の両面に主体的に取り組み、大いなる成果を挙げている

ことを先生方から伺い、卒業生として大変嬉しく、また

頼もしく思っています。 

同窓会あかね会は、これまで同様会員相互の親睦・研

修と母校の支援活動の充実に努めています。今般、同窓

生の繋がりを更に確かなものとするため、会員名簿の改

訂・発行を機関決定し、実績と信頼を有する業者に調

査・作成を依頼しました。会員の皆様には、記載内容充

実のため、名簿上所在不明の同級生や知人の情報を事務

局までお知らせ頂ければ幸いです。

改訂名簿を同期会やクラス会開

催の折に是非ご活用頂きたいと

思います。あかね会は、これか

らも南多摩の縁を大切にし、会

の継続・発展と母校支援に努め

て参ります。引き続き、会員の

皆様のご理解とご協力をお願い

致します。 

来る５月２１日、あかね会総会をザ・ビー八王子で開催

します。母校の現状を知り、旧交を温め、また新たなる

出会い・交流の場として頂きたいと思います。昨年は、

中等一期生の会員２０数名が出席し、年齢を越えての賑

やかな会となりました。今年も多くの皆様の出席をお待

ちしています。

パフォーマンスを披露する

けん玉師 伊藤佑介さん 
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【特集】南多摩中等教育学校の今 

 南多摩中等教育学校副校長 池戸 成記 

 

昨年、高尾山での納涼会に出席させて頂きました。会

員の皆様のあまりの健脚、健啖（？）ぶりや楽しいお話

に魅入られていましたが、御参加されていたほとんどの

方々が、私が生まれる前に御卒業をされていたことに気

付き、改めて南多摩に脈々と流れる歴史とパワー、そし

て絆を感じ、我々教職員の使命を再認識したところです。 

南多摩中等教育学校が開校して７年がたちます。この

間もあかね会の皆様には多大な御支援や御協力をいただ

きながら今日に至っております。今回、貴重な紙面をお

借りし「南多摩」の歴史とパワーを引き継ぎ奮闘してい

る後輩たちの現況の一端を皆様に御紹介させて頂く機会

を頂戴いたしました。皆様との絆の一助になれば幸いで

す。しばしおつきあいください。 

 

理数イノベーション校としての指定を受けて２年目。

決して理数系だけの生徒を育てる意図はありませんが、

「磯の生物観察会」（磯の生物の観察・採集、プランク

トンの顕微鏡観察、地層の観察など）や「星の観察会」

（亜高山帯の植物や蝶を始めとする昆虫の観察、入笠山

天体観測所や

国立天文台 野

辺山宇宙電波

観測所の見学、

３５cm反射屈折

望遠鏡を用い

た天体観測会、

ペルセウス座

流星群の観測、

と盛り沢山の内容）などの行事を新設し、生徒たちは刺

激を受けています。 

 

各種コンテストへの参加も増え、６年生が本校のライ

フワークプロジェクトで取り組んだ論文「和太鼓のバチ

の寿命予測」

が第６０回日

本学生科学賞

東京都大会の

奨励賞を受賞

しました。南

多摩中等教育

学校が開校以

来、由緒ある

日本学生科学賞では、初めての入賞作品となります。前

期生は東京都の「中学生科学コンテスト」で「優秀賞

（実技部門）」を受賞。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに東京都教育委員会主催の科学の祭典においては、

後期生が「プログラミング言語の種類と差異 －統一化

に向けて－」 

という内容を

英語で発表し、

ポスター発表

では「クゲヌ

マランの個体

群の群落構造

と動態の調査

および無菌播

種に関する研究」という内容を発表しました。いずれも、

ライフワークプロジェクトとして４年生から取り組んで

きたものをまとめての発表です。 

 

２８年度からは英語教育推進校としての指定も受けて

います。他の

指定校では高

２で取り組む

オンライン英

会話を本校で

は中３で行い

ます。週に１

回、生徒１人

にiPad１台が

配布され、Skypeを通じてフィリピンの英会話講師とマ

ンツーマンで３０分間程度、会話をします。 

生徒からは「いつも聞いている英語とは違う英語だっ

た」「聞き取れるけど、どのように返答を返すべきか時

間がかかった」「楽しかったので、週に２回オンライン

英会話はやりたい」等、好評なコメントが寄せられまし

た。回を重ねるごとに生徒の成長が楽しみです。また、

東京都科学の祭典英語による発表 

入笠山天体観測 

東京都科学の祭典ポスター発表 

前期生東京都科学コンテスト表彰

オンライン英会話 
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今後はGlobal Scholarsも始まります。これは世界の１０

歳から１３歳までの生徒を対象にした、デジタルネット

ワークを利用した交流活動のプロジェクトです。現在、

２４の国々の学校が参加しており、日本からは本校が初

めて参加することとなりました。 

 

部活動も元気です。南多摩フィルハーモニーが郡山市

民文化センター（福島県）で行われた第５回日本学校合

奏コンクール２０１６全国大会グランドコンテスト 高等学

校の部」においてブラームス作曲「大学祝典序曲」を演

奏し、見事に銀賞を受賞しました。太鼓部は広島県三原

市で開催さ

れた全国高

等学校総合

文化祭郷土

芸能部門に

東京都代表

で参加し、

全国にその

名を轟かせ

ました。 

前期合唱部は「ＮＨＫ全国学校音楽コンクール東京都

コンクール中学校の部」で銀賞を獲得。後期陸上部では、

第１０回日本ユース陸上競技選手権大会走幅跳び準優勝、

前期陸上部は後期の好成績に負けじと、東京都代表の座

を勝ち取り、第２５回関東中学校駅伝競走大会への出場

を果たしました。後期薙刀同好会は東京都で２位となり、

今春の全国選抜大会出場を決めています。これら全国的

な活動は、あかね会からのお祝い金や、楽器の運搬代の

補助などが無くては成り立ちません。大会だけではなく、

合宿の外部指導員への謝礼補助や、また、現地まで行っ

ての応援など、有形、無形の補助には本当に感謝してお

ります。紙面をお借りして御礼申し上げます。また、お

かげさまで、これらの結果により、様々な事業に本校が

名指しで声をかけられることも増えています。教育委員

会主催の「日本の伝統芸能鑑賞教室」では、野村万作氏

の狂言の前座として太鼓部が演奏し、東京都教育委員会

児童・生徒等表彰の表彰式でも南フィルが演奏依頼を受

けています。 

 

小さいけれど

大切な取組もあ

ります。前期生

が発掘作業中の

中田遺跡（八王

子市中野町）を

訪問し、実際に

発掘作業をさせ

て頂いたり、裁

判所へ裁判の

傍聴に行った

ある女子生徒

は、裁判所を

出てくるなり

「私、検事に

なる！」と言

っ て い ま し

た。 

本校では、特色ある教育活動として、フィールドワー

ク活動を推進し、今年で７年目になります。 

生徒の身近には、たくさんの“不思議”があります。

それらに「気づき（課題発見力）」、さらに「仲間と何

度も話し合う。

探求に失敗し

ても別の方法

を探る。わか

らないところ

は専門家から

アドバイスを

受ける。」と

いった探究活

動を通して、物事を多角的に眺める視点を育てています。

そしてこの過程と興味・関心が自分の将来に結びついて

いくこと、これこそが正に本校の狙う「ライフワークプ

ロジェクト」であり、これらは次期新学習指導要領にお

ける肝部分で

もあります。

ちなみに、外

部での小学生

向けの説明会

でもこのよう

な話をしてい

ますが、先日

ある受検生の

親御さんが、「○○を受検するつもりだったが、南多摩

の学校紹介を聞いて志望校を変更してきた」と仰ってい

ました。うれしい話です。 

 

これからも本校がすでに持っているアドバンテージを

生かし、伸ばし、南多摩の良さとは何なのか、南多摩の

強みとは何なのを常に問いかけ、新しいチャレンジを恐

れずに、グローバルな見地をもった次代のリーダーを社

会へ送り出していきたいと考えています。そして、その

生徒たちが「あかね会」の息吹を綿々と受け継ぎ南多摩

の伝統がさらに発展していくことを願ってやみません。

あかね会の皆様におかれましては、今後とも南多摩中等

教育学校への御支援、御協力、叱咤をいただきたく存じ

ます。教職員一同、今後もあかね会の益々のご発展をお

祈りしております。 

太鼓部全国大会 

裁判所訪問

成果発表会 

２年生職場体験

中田遺跡発掘 
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和太鼓で東大！ 
小林 幹彦 （昭和 45 年卒） 

東大に推薦で合格した同窓生がいるという情報が入っ

た。さっそくアポを取り学校で会った。南多摩中等教育

学校６年Ｄ組の佐藤
さ と う

瞭
りょう

君だ。特段変わったところがあ

るわけでもない、気負いのない好青年だった。 
 

１ 進路の決定 

中等４年生（高校１年）の頃、東大へ行きたいと思っ

た。しかし、具体的な志望分野が決まっていたわけでは

なかった。それでも友人には東大に行きたいと公言して

いた。自分の意志を固めるためだった。推薦での受験を

考え始めたのは中等６年生（高校３年）の夏ころだ。ラ

イフワークプロジェクト（フィールドワークの一つで、

中等４、５年で個人研究を行い、その成果を論文にする

教育活動）の成果が使えることを先生方がアドバイスして

くれたからだ。それでもまだ、志望分野は固まらなかった。

東大は入学後に専門的な分野を選択し決定していける。

しかも、東大にはありとあらゆる分野の研究を受け止め

るだけのキャパシティーがある。とりあえず入学して、

それから考えたいと思っていた。そのような折、父から

「データサイエンス」という研究領域を紹介され、興味

を持った。東大に「データサイエンス」の第一人者がい

ることなども調べて分かった。理Ⅰ、工学部関係という

志望分野が見えてきた。東大の推薦入試は学校長が自校

の生徒を推薦する形式、つまり学校推薦だ。校内選考を

申請した。ライフワークプロジェクトにおける和太鼓の

バチに関する研究活動と太鼓部での活動の両面が認めら

れ、学校推薦を得ることができた。 
２ 「和太鼓のバチの寿命予測」（第６０回日本学生科学

賞東京大会奨励賞受賞） 

和太鼓のバチの研究とは何なのか。バチは木でできて

いる。当然のことながら激しい練習を繰り返せば折れる。

折れる時は突然やってくる。少なくとも演奏者にとって

は「アッ！折れちゃった」という感じなのだ。そこに目

を付けた。バチ

の状態を数値化

してその予兆を

調べることはで

きないか。そん

な折、父が便利

なものを購入し

てくれた。木の

しなり具合を測定する器具だ。１/１０００mm まで測定で

きる。使用しているバチをひたすら測定し続けた。測定

値をグラフ化していく。折れる前に一定の変化があると

いう仮定だ。当初グラフの中に見えてきたものは、しな

りやすさが大きくなると折れるという法則性だ。もしそ

うだとすれば折れる時期を予想できる。しかし、物事は

それほど甘くはない。バチが折れるという現象はそれほ

ど単純ではなかった。測定を積み重ねるとグラフの形は

様々になった。何の変化もなく折れてしまうバチもあっ

た。実際、折れ方も様々なのだ。木目に沿って折れると

きもあるが、首の部分がポキッと折れてしまうこともあ

る。結局まとまった結論は得られなかった。今はそこま

でという感じだ。 
３ 太鼓部の活動 

太鼓部での活動はどうだろう。とにかく中等１年生の

時から夢中でやってきた。校内の行事や近隣での演奏か

ら始まって成田太鼓祭（関東最大級のお祭りで、成田山

新勝寺本堂前などで行われる）での演奏など多くの場を

踏んだ。いや、踏ませてもらった。そして中等６年の夏、

全国高等学校総合文化祭郷土芸能部門に出場した。厳し

い予選を勝ち抜いた結果の東京代表だ。おしくも全国優

勝とはならなかったが、その評価は高かった。 
４ 南多摩がすべて 

東大の推薦入試は確かに難易度が高い。だから合格で

きたことはありがたいと誇りに思っている。しかし、一

般に言われているほど難しいものではないと思う。なぜ

なら、南多摩の学校生活そのものをひたすらやってきた

その延長上に合格があるからだ。たとえば、塾にも行っ

ていない。そんな暇はなかった。太鼓部の活動にひたす

ら打ち込んだ。授業の予習、復習にも追われた。今では

「無理やりやらされたことも必要だったのかな」と思う

が、英語など「やり過ぎ」と思うほど鍛えられた。推薦

入試の際、任意提出のＴＯＥＦＬ、ＴＯＥＩＣの成績を提出し

た。面接でそのことに関する質問が多く、試験官の関心

が高いと感じた。これも日々の学習成果だと思う。そし

て、バチの研究も南多摩の教育課程にあるフィールドワー

ク（教科の授業ではなく、調査研究をもとに考察を深め、

ポスターセッションや論文など様々な発表を行う南多摩

独自の教育活動）の一環だ。もちろん学校行事にも燃え

た。 
正直大変だった。そして楽しかった。しかし、やめた

いと思ったことはなかった。東大推薦入試合格はまさに南

多摩の学校生活を充実させ、謳歌した。その結果だった。 
５ 受験勉強 

いわゆる受験勉強は中等６年の夏ころまでほとんどやっ

ていなかった。東大の推薦入試を受けることは中等６年

の１０月頃決まったので、受験対策もそのころスタート

した。センター試験が必須なので高得点を目指して取り

組んだ。教科書の復習を徹底した。１２月頃から過去問

に取り組んだ。９割以上取れると感じたのは、本番直前

だった。 

和太鼓を演奏する佐藤瞭君 
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６ 何が自分を成長させてきたのか 

自分のここまでを振り返ってみるとこれだといえるよ

うな生き方、モットーと言えるようなものは見つからな

い。南多摩に入ろうと思ったのは友達の影響と「自由な

感じ！」という思いつき。太鼓部に入ったのもちょっと

見て「おもしろそう！」という思いつき。東大を選んだ

のもキャンパスを見に行った時の一目惚れというか、思

いつき。小さいころから東大合格までの共通点を見つけ

るとすれば、好きなことをやってきた、ということだろうか。 
７ 将来 

将来何をしたいか、どうなっていくのかよくわからな

い。教育には少し興味があり、数量化して研究できれば

面白いと思う。ＡＩによる教育など、既に様々な研究があ

ると思うが、関心を持っている。 
８ 同窓生に伝えたいこと 

後輩に伝えたいことは、部活をしっかりやれというこ

と。それからもう一つ、面接試験の時ある試験官と言葉

がすれ違い「終わったな」と思う苦い経験をしたので言

うのだが、いろいろな人と話をしておくとよいということ。 
あかね会の先輩方には本当に感謝している。言葉では

言い尽くせない。自分たちが南多摩での生活を謳歌でき

る環境を支えてくださった。特に太鼓部の活動はあかね

会あっての太鼓部だと思う。心からお礼を申し上げたい。 
 
 いきなり会いたいと連絡し、無理やりアポを取った。

自然体で、礼儀正しく対応してくれた。同窓会としては、

在校生の学校生活のほんのわずかな一面しか応援できな

い。しかし、それが一人の後輩の成長にわずかながらで

も貢献しているのかもしれない。そう思うと心の高まり

を感じた。きっと取材後、私はニヤッとしてしまったの

ではないかと思う。照れくさいけれどうれしかった。

 

あかね会の皆様への感謝を込めて 

南多摩中等教育学校長 永森 比人美 

あかね会の様々な行事に参加させていただいて、つく

づく思うことは、心身ともに健康を維持することが何よ

りも大切であるということです。皆様のハツラツとした

言動に尊敬の念を抱いております。私も日々精進して皆

様のように年を重ねていきたいと思います。 

さて、校長として着任し、１年が過ぎようとしています。

振り返ると、４月１日に京王八王子の改札を出て、地上

に上がった際に感じたことは、「寒いなー、家を出たと

きより体感的に２度くらい低い気温だな。」ということ

でした。私は暑さには強いのですが、寒さは苦手です。

「１月から２月にかけてもっと寒くなるのに嫌だなー。」

と正直思ったところです。しかし、今では寒さにも少し

慣れ、自然に恵まれ、山並みが美しい八王子が大好きに

なりました。また、地域やあかね会の皆様の本校への御

理解や御支援に言葉では尽くせない感謝の気持ちでいっ

ぱいです。皆様に支えられ子供たちがすくすくと成長し

ている様子に触れると心が温かくなります。ありがとう

ございます。  

池戸副校長が記した「南多摩中等教育学校の今」にあ

る通り、心・知・体の調和から生まれる「人間力の南多

摩」という教育目標を体現すべく、生徒たちは様々な分

野で活躍しております。平成２８年度は、生徒の活躍ぶ

りを全都に強く発信できた年だと思います。進路実績に

ついては、１期生に引き続き２期生が、進学重点校に引

けを取らない実績を打ち出しました。２期生は特に英語

が強く、早期から英語の力を安定させることにより、余

力を他教科に回すことができました。本校の教員の教科

指導力と学年担任団及び進路指導部との連携が見事に花

を咲かせた結果だと思います。また、部活動では、太鼓

部、陸上部、南多摩フィルハーモニー、科学部、なぎな

た部、卓球部を始め、様々な部の活動で大きな大会で表

彰を受けました。特別活動では、八王子警察署の御協力

の下で実施した「命の授業」を踏まえた「命の作文」で

は、警察庁長官賞を得た生徒もおります。 

さらに、本校の教育活動の柱であるフィールドワーク

活動においては、平成２８年１１月１９日に開催した成果発

表会を参観された山梨県総合教育センターの方による推

薦で「月刊高校教育」の２月号に〝高校で育む２１世紀

型学力″の一例として紹介されました。 

今後は、各教科で学んだことがフィールドワークに生

き、フィールドワークで体得したことが各教科の学習に

活用できるように、また、前期課程で学んだ探求の基礎

が、後期課程のライフワークプロジェクトに円滑につな

がり、生徒が自己の将来の姿や社会との関わりを見据え

た在り方・生き方を考えられるよう、６年間のストーリー

を踏まえた教育活動のマネジメントの質の向上を図りた

いと思います。 

東京都教育委員会からも本校のフィールドワーク活動

の実績が評価され、理数イノベーション校及び英語教育

推進校の指定に加え、平成２９年度の新規事業である

「知的探究イノベーター推進校」（仮称）として指定を

受けることになりました。大学や研究機関との連携等多

様な学習機会を設定し、文・理の境を越えた総合的な価

値創造力を鍛える教育を推進してまいります。 

今後ともあかね会の皆様の変わらぬ御支援を賜ります

よう、よろしくお願い申し上げます。 
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南多摩中等教育学校卒業生の進路状況 
 

母校南多摩の平成２８年度進路状況について、「おおく

すのき」（現役生徒のための進路指導資料）をもとにま

とめてみました。 

○ 難関１０と呼ばれる大学へ進む生徒が増えた。東京

大学３名、一橋大学４名、東京工業大学４名、北海道

大学３名、東北大学１名など。 

○ 地方の特色ある国立大学に進む生徒が増えた。山形

大学、茨城大学、信州大学、山梨大学、奈良女子大学、

鳥取大学、大分大学など。 

○ 国公立大学の推薦入試に挑戦し、合格する生徒が出

てきた。東京大学、奈良女子大学など。 

 

 

○ 過年度生（１期生）は、現役時の志望を貫き、目標

を達成した。医学部４名、東京外国語大学２名、東北

大学１名など。 

○ 私立大学では早慶上理、GMARCH に挑戦する生徒

が増え、合格者も飛躍的に伸びた。早慶上理６２名、

GMARCH１２６名。 

 

「受験は個人戦の総体としての団体戦」という伝統を

見事に実践し、成果を上げた生徒が多数いたようです。 

同窓会として自習環境の整備等に支援してきたことが

実を結んでいると言えるでしょう。 

  

平成 28 年度主要大学入試合格実績（2017/4/7 時点） 
２期生（現役のみ卒業生 145 名）+１期生（過年度） 

１　国公立大学及び国公立医学部・獣医学部 ２ 私立大学・私立大医学部
国公立大学 2期生 1期生 計 私立大学 2期生 私立大学 2期生

北海道大学 3 3 早稲田大学 26 桜美林大学 1

東北大学 1 1 2 慶應義塾大学 14 大妻女子大学 3

山形文学 1 1 上智大学 9 共立女子大学 2

お茶の水女子大学 1 1 東京理科大学 13 杏林大学 4

電気通信大学 1 1 明治大学 38 恵泉女学園大学 1

東京大学 3  3 青山学院大学 19 工学院大学 4

東京外国語大学 1 2 3 立教大学 16 國士舘大学 4

東京学芸大学 1 1 中央大学 21 昭和女子大学 1

東京工業大学 4  4 法政大学 31 白梅学園大学 2

東京海洋大学 2  2 学習院大学 1 白百合女子大学 1

東京農工大学 3  3 成城大学 7 創価大学 2

一橋大学 4  4 成蹊大学 6 大東文化大学 2

横浜国立大学 0 國學院大学 6 玉川大学 5

山梨大学 1 1 明治学院大学 6 千葉工業大学 1

信州大学 1 1 2 武蔵大学 4 東京造形大学 1

茨城大学 1 1 芝浦工業大学 2 東京電気大学 3

奈良女子大学 1 1 日本大学 37 東京医療学院大学 1

鳥取大学 1 1 東洋大学 17 東京家政大学 1

大分大学 1 1 駒澤大学 3 東京経済大学 4

首都大学東京 10  10 専修大学 9 東京工科大学 4

横浜市立大学 1 1 津田塾大学 4 東京工芸大学 1

計 41 5 46 東京女子大学 4 日本体育大学 1

日本女子大学 3 武蔵野大学 10

上記のうち医学部 2期生 1期生 計 立命館大学 4 武蔵野美術大学 2

山形大学 1 1 関西学院大学 2 明星大学 3

信州大学 1 1 龍谷大学 3 濁協大学 3

計 0 2 2 京都産業大学 1 麻布大学 1

自治医科大学 1 神奈川大学 1

上記のうち獣医学部 2期生 1期生 計 日本獣医生命科学大学 2 東海大学 2

北海道道大学 1 1 北里大学 6 計 427

順天堂大学 5

昭和大学 1

３　短大・海外大学・専門学校等 東京薬科大学 1

2期生 東京都市大学 6 自治医科大学 1

1 東京農業大学 26 北里大学 1

1 東京医科大学 1 東北獣医薬科大学 1

1 東京医療学院大学 1 順天堂大学東京地域枠 1東京都立南多摩看護専門学校

上記のうち
私立大学医学部

1・２
期生計

海外、短大、専門等

東京工学院専門学校

新国立劇場演劇研究所
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好きなことを職業に！ 子どものころからの夢を叶えて 

— けん玉師・伊藤佑介さん（平成１０年卒）にインタビュー 

松村 遼 （平成２８年卒） 

 

２０１６年１０月９日、東京都台東区の谷中五重塔跡子ど

も広場には人だかりができていた。そこでは谷中まつり

が開催されており、けん玉師である伊藤佑介さんが公演

をされていた。曇り空をものともしない大迫力のけん玉

に、私は圧倒されるばかりであった。 

 

 
谷中祭りでパフォーマンスを披露する伊藤佑介さん 

 

今回は、けん玉の日本一に１０回なり、２つのギネス

記録を持つけん玉師の南多摩卒業生伊藤佑介さんにイン

タビューをした。 

 

けん玉の魅力 

けん玉の魅力について「シンプルな遊び道具かつエン

ターテインメントとしての道具であり、３万種類ある技

を通じて色々な表現をすることができる」と考えている

伊藤さん。 

彼は、７歳の時に兄の影響でけん玉を始めた。日野け

ん玉道場に通うほど没頭し、小学校の卒業アルバムには

「土日が休みの会社に入りけん玉を続ける」と書きなが

らも、けん玉を職業にするという考えも密かに持ってい

た。大学４年生の時に就職先で悩んでいた彼は、４６歳

にして沖縄県与那国島へ移住し起業した母の元へ訪れた。

「母の生き生きした姿を見て、人生一回きりで自分が思

ったように生きなければいつか後悔する」と感じた彼は、

昔からの夢であるけん玉師を目指すことを決意する。母

親に打ち明けると、いつかそう言うと分かっていた様子

で非常に応援してくれたという。 

けん玉師をやってきた中で一番楽しかったことについ

ては「毎回のショーや出会いを楽しむことができている

ので、一つ一つの現場が常に一番。」と話す。一方、一

番大変だったことについては「あまり辛いと感じたこと

はない。好きなことを職業にできたので、純粋に楽しく

やっている。」と話した。そして、今後の展望について

は「今まで通り様々なところでけん玉のショーやワーク

ショップを行っていきたいが、今後は自分のけん玉人生

を語る講演会を増やしていきたい。これを通じて、好き

なことを続けている子どもや大人に勇気や活力を与えた

い。また、世界の人たちにけん玉の魅力を伝えていきた

い。」と決意を見せた。 

 

南多摩高校の思い出 

南多摩高校での一番の思い出は、「良くも悪くも部活

に所属せず、けん玉を黙々と練習することができたこと」

と懐かしんでいた。「自分の目標に向けた姿勢は良かっ

たと思うが、周りの人たちからの刺激を受けて視野を広

げられていればもっとけん玉人として大きく成長できた

かもしれない。ただ、その独りよがりさを反省して今は

周りの存在をしっかり意識して活動することができてい

る。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けん玉師・伊藤佑介さん 

 

後輩へのメッセージ 

最後に、南多摩の後輩へメッセージを贈ってくれた。

「昔とは状況が変わり、志を持って南多摩に通っている

人が多いと思う。中学や高校時代でしか味わえない体験

や経験をして、素晴らしい人生を送ってほしい。」 

 

私の大先輩として、今後の伊藤さんの更なる活躍を期

待したい。  
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【歴史発見１】東京オリンピックを前に… 

「かつて母校水泳部が強かった頃のエピソードをひとつ」

井上 務 （昭和４４年卒）  

 

日野原重明先生称賛、毒蝮三太夫さんも 

 水泳部とは全く関係が無いように思える話題からスタート

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真① 「ニューエルダーシチズン大賞」を受賞した西川さん 

隣は毒蝮三太夫さん、後方は日野原重明先生（読売新聞社提供） 

 

新聞報道（読売新聞２０１６・１０・２３付）などで既知の方

も多いと思いますが、昭和２３年（本科４カ年修了）卆

の西川知恵子さんが地域貢献などで活躍する７０歳以上

を称える２０１６年度の「ニューエルダーシチズン大賞」

を受賞されました（写真②）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真② ニューエルダーシチズン大賞の賞状 

 

全国５２１人の候補の中から、たった２名が選ばれ、そ

のうちの１名が我々の大先輩・西川さんでした。車椅子

ダンス、水泳、シェークスピア研究等に取り組む姿が評

価されました。記事によると審査委員長の日野原重明先

生から「あなたの輝きは、努力の結晶」と称賛され、毒

蝮三太夫さんからは「まいた種が広がって大きな花を咲

かせている」と称えられたとありました。西川先輩個人

を紹介する記事の見出しには「車椅子生活５０年 挑戦

続く」とあります。同記事には車椅子から愛車に移る姿

の写真が紹介され「これがあればどこへだって行けます

のよ」との西川さんのコメントが掲載されていました。 

 

国登録有形文化財 

 昭島市在住の「あかね会」の皆さんは既にご存知の方

も多いと思いますが、昭島市内中神町にある「西川家旧

別邸蔵」が国の登録有形文化財に登録されました。大正

後期の建造で、当時としては珍しい初期の本格的鉄筋コ

ンクリート建築として貴重であるとして登録されました。

その登録証と登録プレートが届けられたとの新聞報道

（読売新聞２０１６・１２・１８付）を目にしましたので早速西

川宅にお邪魔し、実に重厚で立派な登録プレートを写真

に収めてきました（写真③）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真③ 国登録有形文化財の登録プレート 

 

今回登録されたのは「別邸蔵」ですが「別邸」そのも

のは既に小金井市内にある江戸東京たてもの園に移築さ

れております（高橋是清邸に隣接）。 

 この国登録有形文化財登録に呼応するかのように昭島

市近代史調査報告書Ⅳとして「西川製糸」と題するブッ

クレット２０１６が昭島市教育委員会から刊行されました

（領価８００円）。世界遺産となって一躍有名になった官

の富岡製糸に対し「西川製糸」は民。民間企業として有

数の規模を誇った様子が豊富な写真とともにブックレッ

ト「西川製糸」に詳細に綴られました。 

西川先輩は「（「別邸蔵」が）西川製糸のモニュメン

トとしてこの地に残せて良かった。周辺環境も生かし、

地域振興や生糸文化の発信などの活動につなげていきた

い」と記事で語っています。西川さんは「蔵」の横を流

れる清流に舞うゲンジボタルの保存、さらに、お庭の池

を改良してヘイケボタルの飼育にも尽力されています。

そして生糸をもたらしたカイコはホタルとともに昆虫で

あることを念頭に「絹の道 蛍の光 東京シルクホタル

文化園」構想を具体化しようと既に始動しています。 

先に記した「ニューエルダーシチズン大賞」受賞の理

由もそうでしたが、西川さんの行動のすべては「西川製

糸」創業者から伝わる「世のため、人のために役立つ人

間たれ」との精神がその行動の根底にあるようです。 

 

For Others 

 英語が堪能な西川さんは頻繁に会話の中に「For 
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Others」という言葉を発します。その西川さんが何気な

く語ったお話しの中に今まで聞いたことのない「水泳部」

に関する興味深いお話しがありました。 

 母校創立１００周年記念誌「湧水万古」によれば昭和３

年プール完成。昭和１３年、野中喜美子、第１２回オリン

ピック水泳選手第一候補に選ばれる。昭和１５年、旗野

冨美、水泳で日本記録。四百米自由形で世界三位にラン

キングされていたとの記述（湧水万古２６６ページ下段）

も見つかりました。同１５年は日本女子中等学校選手権

水上競技大会で全国制覇達成。その後、全国制覇は昭和

１７年、終戦後の２１年、２３年、２４年と続き、水泳の第四

の名が全国に轟きました。 

 さて、冬季における屋外プールでの練習は無理です。

当時、西川製糸は熱海に保養施設を持っていたそうです。

従業員の福利厚生などに利用していたのでしょうか、そ

の施設内には「温水プール」があったそうです。水泳で

全国制覇を続ける第四は娘さんが学んだ学校。西川さん

のお父さんは水泳部の冬季練習の場として西川製糸の施

設内にある「温水プール」を水泳部に提供したのだそう

です。当時、西川さんは既に第四を卒業していた時期で

したが「知恵子がお世話になった学校だ」と「For 

Others」の精神を具体化されました。「For Others」の

心は創業者、二代目にまで続いていたのだと感じました。

そして曾孫の西川知恵子さんにも見事に継承されている

ことを確信しました。 

母校水泳部の全国制覇は選手の努力、先生方の指導に

よってもたらされたことは当然ですが、他校が真似でき 

ない冬季の「温水プール」

での練習も大きく貢献し

たに違いないと感じまし

た。「あかね会」会報に

文字として残しておかな

いと忘れられてしまいそ

うな気がしましたのでこ

こに記しました（もし、

温水プールで練習した記

憶や情報をお持ちの方が

いらっしゃいましたら教

えて頂きたく思います）。 

 

私達も・・・ 

 今、私達の後輩たちは文武ともに大活躍しています。

個人として温水プールを提供することは難しいですが

「あかね会」では後輩たちへの応援をこれからも続けて

いきたいと考えます。オリンピック候補を擁していた我

が母校でしたがそのオリンピックは戦火で幻となりまし

た。戦火さえなければ母校にオリンピックメダルを持ち

帰った生徒がいたのかも・・・。 

平和な時代の東京オリンピックが目前です。遠い昔、

オリンピックに行けなかった先輩のリベンジを果たす後

輩が出現するかも？そんな思いを込めて拙文を綴ってみ

ました。 

 

【歴史発見２】 南多摩高校地歴部と故中村 威 先生 

菱山 剛秀（昭和 44 年卒） 

 もう半世紀以上前になる。 

昭和３０年代後半から４０年代にかけて、日本の経済成

長に伴い、八王子とその周辺の多摩地区は、急激な大都

市への人口集中が起こっていた。地形的に台地や丘陵と

いう比較的土地の造成がし易いこの地域は、その受け皿

として大規模な住宅開発が行われるようになった。 

一方、この地域は先史以前から人々が住み着き、地下

には多くの遺跡が眠っていた。こうした遺跡が開発によっ

て破壊されることへの対策の必要性を感じていた国立音

大の甲野勇氏、八王子市教育委員の井上郷太郎氏を中心

に１３名が参加して昭和３５年に「多摩考古研究会」が設

立された。 

この１３名の中に、南多摩高校の関係者が３名含まれ

ている。中でも設立当時南多摩高校にいたのが中村威先

生である。中村先生が昭和４３年に国立高校に転任され、

後任として着任した蒲田辰之先生もこの中にいた。この

お二人のほか、第１３代校長の渡辺忠胤先生も研究会の

主要メンバーの一人である。 

当時、南多摩高校には「地歴部」という文科系のクラ

ブがあり、中村先生を中心に毎年夏休みなどを利用して

市内の発掘調査を行っていた。八王子では南多摩高校以

外にも市内の高校が同様の調査をしており、その成果が

多摩考古研究会の機関誌「多摩考古」に掲載されていた。

南多摩高校の調査結果は、中村先生により昭和３５年の

第１号に「小比企町山王台敷石式住居址」、３６年の第

２号に「横川町縄文後期遺跡」、３８年の第５号に「宮

下町縄文中期住居址」、４２年の第８号に「山田町土師

式住居址」が報告されている。 

 

甲野勇氏は「武蔵野を掘る」という著書の中で、南多

摩高校の調査をいくつか紹介しており、小比企町山王台

敷石式住居址については、次のように紹介している。 

 

石棒のたてられている敷石住居 

同じ年（昭和三十四年）の八月、この発掘地の南三百

㍍ほど小字山王と呼ばれる畑地を、南多摩高等学校の中

村先生の指導のもとに、同校の生徒諸君が発掘して敷石

住居址一つを発見した。石は円形に敷かれ、その直径は

三㍍余、中央に炉が設けられているが、その周辺の石敷

きはまばらである。（以下、遺跡の解説を省略） 

 

小比企の発掘調査については、昭和３５年のこの調査

の１２年前、まだ第四高女時代にも発掘調査を行ってお

り、その時のことは次のように記している。 

写真④ 全国制覇をした水泳部 
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Others」という言葉を発します。その西川さんが何気な

く語ったお話しの中に今まで聞いたことのない「水泳部」

に関する興味深いお話しがありました。 

 母校創立１００周年記念誌「湧水万古」によれば昭和３

年プール完成。昭和１３年、野中喜美子、第１２回オリン

ピック水泳選手第一候補に選ばれる。昭和１５年、旗野

冨美、水泳で日本記録。四百米自由形で世界三位にラン

キングされていたとの記述（湧水万古２６６ページ下段）

も見つかりました。同１５年は日本女子中等学校選手権

水上競技大会で全国制覇達成。その後、全国制覇は昭和

１７年、終戦後の２１年、２３年、２４年と続き、水泳の第四

の名が全国に轟きました。 

 さて、冬季における屋外プールでの練習は無理です。

当時、西川製糸は熱海に保養施設を持っていたそうです。

従業員の福利厚生などに利用していたのでしょうか、そ

の施設内には「温水プール」があったそうです。水泳で

全国制覇を続ける第四は娘さんが学んだ学校。西川さん

のお父さんは水泳部の冬季練習の場として西川製糸の施

設内にある「温水プール」を水泳部に提供したのだそう

です。当時、西川さんは既に第四を卒業していた時期で

したが「知恵子がお世話になった学校だ」と「For 

Others」の精神を具体化されました。「For Others」の

心は創業者、二代目にまで続いていたのだと感じました。

そして曾孫の西川知恵子さんにも見事に継承されている

ことを確信しました。 

母校水泳部の全国制覇は選手の努力、先生方の指導に

よってもたらされたことは当然ですが、他校が真似でき 

ない冬季の「温水プール」

での練習も大きく貢献し

たに違いないと感じまし

た。「あかね会」会報に

文字として残しておかな

いと忘れられてしまいそ

うな気がしましたのでこ

こに記しました（もし、

温水プールで練習した記

憶や情報をお持ちの方が

いらっしゃいましたら教

えて頂きたく思います）。 

 

私達も・・・ 

 今、私達の後輩たちは文武ともに大活躍しています。

個人として温水プールを提供することは難しいですが

「あかね会」では後輩たちへの応援をこれからも続けて

いきたいと考えます。オリンピック候補を擁していた我

が母校でしたがそのオリンピックは戦火で幻となりまし

た。戦火さえなければ母校にオリンピックメダルを持ち

帰った生徒がいたのかも・・・。 

平和な時代の東京オリンピックが目前です。遠い昔、

オリンピックに行けなかった先輩のリベンジを果たす後

輩が出現するかも？そんな思いを込めて拙文を綴ってみ

ました。 

 

【歴史発見２】 南多摩高校地歴部と故中村 威 先生 

菱山 剛秀（昭和 44 年卒） 

 もう半世紀以上前になる。 

昭和３０年代後半から４０年代にかけて、日本の経済成

長に伴い、八王子とその周辺の多摩地区は、急激な大都

市への人口集中が起こっていた。地形的に台地や丘陵と

いう比較的土地の造成がし易いこの地域は、その受け皿

として大規模な住宅開発が行われるようになった。 

一方、この地域は先史以前から人々が住み着き、地下

には多くの遺跡が眠っていた。こうした遺跡が開発によっ

て破壊されることへの対策の必要性を感じていた国立音

大の甲野勇氏、八王子市教育委員の井上郷太郎氏を中心

に１３名が参加して昭和３５年に「多摩考古研究会」が設

立された。 

この１３名の中に、南多摩高校の関係者が３名含まれ

ている。中でも設立当時南多摩高校にいたのが中村威先

生である。中村先生が昭和４３年に国立高校に転任され、

後任として着任した蒲田辰之先生もこの中にいた。この

お二人のほか、第１３代校長の渡辺忠胤先生も研究会の

主要メンバーの一人である。 

当時、南多摩高校には「地歴部」という文科系のクラ

ブがあり、中村先生を中心に毎年夏休みなどを利用して

市内の発掘調査を行っていた。八王子では南多摩高校以

外にも市内の高校が同様の調査をしており、その成果が

多摩考古研究会の機関誌「多摩考古」に掲載されていた。

南多摩高校の調査結果は、中村先生により昭和３５年の

第１号に「小比企町山王台敷石式住居址」、３６年の第

２号に「横川町縄文後期遺跡」、３８年の第５号に「宮

下町縄文中期住居址」、４２年の第８号に「山田町土師

式住居址」が報告されている。 

 

甲野勇氏は「武蔵野を掘る」という著書の中で、南多

摩高校の調査をいくつか紹介しており、小比企町山王台

敷石式住居址については、次のように紹介している。 

 

石棒のたてられている敷石住居 

同じ年（昭和三十四年）の八月、この発掘地の南三百

㍍ほど小字山王と呼ばれる畑地を、南多摩高等学校の中

村先生の指導のもとに、同校の生徒諸君が発掘して敷石

住居址一つを発見した。石は円形に敷かれ、その直径は

三㍍余、中央に炉が設けられているが、その周辺の石敷

きはまばらである。（以下、遺跡の解説を省略） 

 

小比企の発掘調査については、昭和３５年のこの調査

の１２年前、まだ第四高女時代にも発掘調査を行ってお

り、その時のことは次のように記している。 

写真④ 全国制覇をした水泳部 
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中村先生（平成 22 年撮影） 

小比企の石器時代集落 

（遺跡の位置の説明を省略）この丘の上の所々に、縄文

式中期から後期の初めにかけての遺跡が点在している。 

はじめて調査されたのは、戦後間もない昭和二十三年

で、場所は小字向原。都立第四高等女学校（今の南多摩

高等学校）の保坂先生の指導で、同校の生徒有志によっ

て行われ、竪穴住居址一つを発掘した（第一号竪穴）。

喰うものもなく私などはサツマイモの夢ばかり見ている

ときに、女生徒ばかりの手で直径五㍍余、深さ一㍍に近

い竪穴を掘りあげ、その測量まで完全にやりとげ、戦後

の女性の意気込みを示したのは見事だった。 

（以下、遺跡の解説を省略） 

 

その他、横川町縄文後期遺跡は、この地域では珍しい

縄文後期の遺跡であり、全国的にも珍しい土冠やさまざ

まな耳飾りが多数出土したことなどから、昭和４２年に

刊行された八王子市史下巻にも掲載されている。 

 

八王子市中野の中田遺跡は、南多摩高校、第二商業高

校、富士森高校、国立高校の生徒たちが昭和４１年の夏

休みに発掘調査した成果がきっかけになって、当時とし

ては非常に珍しい区域の全面発掘調査が行われた。この

とき、南多摩高校の調査を指導したのが中村先生である。 

中田遺跡の調査報告書（八王子中田遺跡 古墳時代集

落址の調査 資料篇Ⅰ）の第１章中田遺跡の概観の調査

の経緯の最後で甲野勇氏は次のように述べている。 

 

「また、交渉のなかばだった昭和４１年７月下旬より８

月上旬にかけて、都立八王子工業高等学校、都立南多摩

高等学校、都立第二商業高等学校、都立富士森高等学校、

都立国立高等学校の生徒有志が、教職員指導のもとに、

調査費自弁でこの地の一部の調査を行い、弥生、古墳、

奈良平安時代に属する竪穴住居址７戸と縄文時代遺物包

含地を発見、これによって中田遺跡の真価を世に明らか

にし、全面的調査の糸口を作った実績は、遺跡調査史上

特記すべき出来ごとと言っても過言ではない。」 

 

中田遺跡は、翌年から専門家による調査となったため、

高校生は主体的に参加できなかったと記憶している。こ

の遺跡は後に市指定の遺跡となり、一部が公園として整

備され、公園の敷地には復元住居が１棟建っていたが、

老朽化のため昨年２月に取り壊された。中村先生が亡く

なった直後にこの復元住居が取り壊されたと聞き、改め

て半世紀という時の移ろいと中村先生との縁を感じる。

中田遺跡が専門家の調査に委ねられたこともあり、昭和

４２年には川口町の宮田遺跡の調査を行っている。中村

先生はこの後国立高校に転勤されたが、南多摩高校の発

掘調査には昭和４３の調査まで顔を見せてくれていた。 

昭和４３年の宮田遺跡の調査では子抱土偶が発見され、

出土の様子を先生のカメラに収めていただいたが、帰り

の電車で網棚にカメラを置き忘れ、カメラと共に記録し

たフィルムを紛失したことを後々まで悔やんでおられた。 

 

中村先生のお住まいは杉並だったが、その後も南多摩

高校で始めた多摩考古研究会の活動は続けられていたよ

うで、多摩考古の会議で八王子に来ることを楽しみにし

ていたという。 

中村先生が南多摩高校を離れた昭和４３年に地歴部ＯＢ

会ができた。ＯＢ会の目的は南多摩高校を離れた地歴部

ＯＢの親睦であり、中村先生も参加されていた。 

この頃、地歴部は部員が少なく存続が危ぶまれていた。 

思い出すのは、次のようなＯＢ会での発掘談義である。 

 

中村「これはネ、どうも、骨を折ってやったからって相

手に勝つっていうもんじゃないからネ。はなはだ

かんばしくないんだよ。」 

木下「（発掘は）じみだからネ。」 

中村「スピード時代には合わねぇんだろう。手で掘ろう

なんてんだから。（笑）」 

木下「ブルドーザーでやれっていうわけにもいかないしネ。」 

中村「そうなんだよ。まったくネ。ガリガリ掘っちゃう

ていうわけにもいかないしネ。」 

 

地歴部の発掘は、昭和４４年の長房町中郷遺跡が最後

になってしまったようである。 

 

中村先生に最後にお会いしたのは６年半ほど前になる。  

還暦を機に昭和４４年卒「地歴部」同期会を開催する 

ことになり、先生に声

をかけたところ、体調

を気にしながらも八王

子まで出かけてきてく

ださった。４０年ぶりの

再会だったが、卒業以

来、地歴部で経験した

ことを活かし、考古学

や地理に関わった者、

途上国の支援を行って

きた者、普通に結婚し

て母になった者・・・ 

４０年の時を経て再開したみんなの顔に、若干の皺が刻

まれてはいるものの、逞しさが感じられた。この時は、

地歴部当時の思い出や参加者の近況などに話が弾み、３

時間ほどの時間が瞬く間に過ぎ去った。翌年は私たちだ

けでなく、地歴部の先輩にも声をかけ、中村先生にもお

出でいただこうとしたが、この時は体調が思わしくない

ということで欠席され、その後、東京を離れ娘さんの住

む茨城県で過ごされていた。先生とは毎年年賀状を交換

しており、昨年もいただいていたので、ご存命と思って

いたが、今年になってご子息からのメールで昨年１月に

亡くなられていたことを知った。 

他界された先生のご冥福を改めてお祈り申し上げる。
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中村先生（平成 22 年撮影） 

小比企の石器時代集落 

（遺跡の位置の説明を省略）この丘の上の所々に、縄文

式中期から後期の初めにかけての遺跡が点在している。 

はじめて調査されたのは、戦後間もない昭和二十三年

で、場所は小字向原。都立第四高等女学校（今の南多摩

高等学校）の保坂先生の指導で、同校の生徒有志によっ

て行われ、竪穴住居址一つを発掘した（第一号竪穴）。

喰うものもなく私などはサツマイモの夢ばかり見ている

ときに、女生徒ばかりの手で直径五㍍余、深さ一㍍に近

い竪穴を掘りあげ、その測量まで完全にやりとげ、戦後

の女性の意気込みを示したのは見事だった。 

（以下、遺跡の解説を省略） 

 

その他、横川町縄文後期遺跡は、この地域では珍しい

縄文後期の遺跡であり、全国的にも珍しい土冠やさまざ

まな耳飾りが多数出土したことなどから、昭和４２年に

刊行された八王子市史下巻にも掲載されている。 

 

八王子市中野の中田遺跡は、南多摩高校、第二商業高

校、富士森高校、国立高校の生徒たちが昭和４１年の夏

休みに発掘調査した成果がきっかけになって、当時とし

ては非常に珍しい区域の全面発掘調査が行われた。この

とき、南多摩高校の調査を指導したのが中村先生である。 

中田遺跡の調査報告書（八王子中田遺跡 古墳時代集

落址の調査 資料篇Ⅰ）の第１章中田遺跡の概観の調査

の経緯の最後で甲野勇氏は次のように述べている。 

 

「また、交渉のなかばだった昭和４１年７月下旬より８

月上旬にかけて、都立八王子工業高等学校、都立南多摩

高等学校、都立第二商業高等学校、都立富士森高等学校、

都立国立高等学校の生徒有志が、教職員指導のもとに、

調査費自弁でこの地の一部の調査を行い、弥生、古墳、

奈良平安時代に属する竪穴住居址７戸と縄文時代遺物包

含地を発見、これによって中田遺跡の真価を世に明らか

にし、全面的調査の糸口を作った実績は、遺跡調査史上

特記すべき出来ごとと言っても過言ではない。」 

 

中田遺跡は、翌年から専門家による調査となったため、

高校生は主体的に参加できなかったと記憶している。こ

の遺跡は後に市指定の遺跡となり、一部が公園として整

備され、公園の敷地には復元住居が１棟建っていたが、

老朽化のため昨年２月に取り壊された。中村先生が亡く

なった直後にこの復元住居が取り壊されたと聞き、改め

て半世紀という時の移ろいと中村先生との縁を感じる。

中田遺跡が専門家の調査に委ねられたこともあり、昭和

４２年には川口町の宮田遺跡の調査を行っている。中村

先生はこの後国立高校に転勤されたが、南多摩高校の発

掘調査には昭和４３の調査まで顔を見せてくれていた。 

昭和４３年の宮田遺跡の調査では子抱土偶が発見され、

出土の様子を先生のカメラに収めていただいたが、帰り

の電車で網棚にカメラを置き忘れ、カメラと共に記録し

たフィルムを紛失したことを後々まで悔やんでおられた。 

 

中村先生のお住まいは杉並だったが、その後も南多摩

高校で始めた多摩考古研究会の活動は続けられていたよ

うで、多摩考古の会議で八王子に来ることを楽しみにし

ていたという。 

中村先生が南多摩高校を離れた昭和４３年に地歴部ＯＢ

会ができた。ＯＢ会の目的は南多摩高校を離れた地歴部

ＯＢの親睦であり、中村先生も参加されていた。 

この頃、地歴部は部員が少なく存続が危ぶまれていた。 

思い出すのは、次のようなＯＢ会での発掘談義である。 

 

中村「これはネ、どうも、骨を折ってやったからって相

手に勝つっていうもんじゃないからネ。はなはだ

かんばしくないんだよ。」 

木下「（発掘は）じみだからネ。」 

中村「スピード時代には合わねぇんだろう。手で掘ろう

なんてんだから。（笑）」 

木下「ブルドーザーでやれっていうわけにもいかないしネ。」 

中村「そうなんだよ。まったくネ。ガリガリ掘っちゃう

ていうわけにもいかないしネ。」 

 

地歴部の発掘は、昭和４４年の長房町中郷遺跡が最後

になってしまったようである。 

 

中村先生に最後にお会いしたのは６年半ほど前になる。  

還暦を機に昭和４４年卒「地歴部」同期会を開催する 

ことになり、先生に声

をかけたところ、体調
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回想・卒後 61 年目の 80 歳 
都立南多摩高校・同期会レポート 

赤倉昭男（昭和 30 年卒） 

２０１６年１０月１８日(火)、母校に近い、八王子市明神町

のホテル「ザ・ビー八王子」で、昭和３０年３月に卒業し

た同期生６６名が、「傘寿記念同期会」に集まりました。 

 卒業後、大げさに言えば“空前絶後"になるこの同期

会は、実に６１年ぶりの友に再会できるという貴重な機

会でした。 

 桜開花のニュースが出始めた３月下旬、私は同期の小

室節子さんから突然のお電話をいただきました。八王子

在住の大塚光代さんたち仲間と話し合って、第７回卒業

生の同期会を開催することになったので、ぜひ主幹事に

なってほしいというお話でした。理由は、卒業時期に私

が生徒会長だったからということでした。断る理由もな

く、何より級友たちと再会したかったので、快くお受け

したというのが経緯です。 

 開催に際して、何人にご案内をすべきか、平成２０年

の南多摩高校創立百周年式典の時点で、現住所が判明し

ている方々を調べたところ、昭和３０年卒業生全７組の約

３５０人のうち２０５名が該当しました。８月１日一斉に案内

状を送りました。出欠の回答を締め切った８月２０日の結

果、興味深いことが分かりました。 

 出 席 ６９人 (３人は当日欠席) ３４％ 

 欠 席 ８２人 ４０％ 

 無回答 ５４人 ２６％ 

 また、出席者は現在どこに住んでいるかは次のように

なりました。 

 八王子市内  ２５名 約３８％ 

 都内他市区町 ２１人 約３２％ 

 神奈川県市町 １３人 約２０％ 

 千葉・山梨・福島県・埼玉県 ７人 約１０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の集合写真 

 

 最後に、出席者の男女別を見るのも面白い。卒業時の

男女別比率を考慮しても、女性陣の優勢が目立つように

思えました。 

 男性 １２人 約１８％ 

 女性 ５４人 約８２％ 

総合司会の小室節子さんのリードで会は始まり、私の

開会のあいさつの後、既に天寿を全うし先に逝った同期

生を偲び皆で黙祷を捧げました。次いで校歌の斉唱は、

長田百合子さんのリードで同窓会あかね会の田中ミホ副

会長のご厚意でお借りできたビデオの中の横井明子先生

(母校の元音楽教師)の合唱指揮に合わせ、会場いっぱい

に声を響かせ学校時代を懐かしみました。 

 メインイベントの宴会は、倉茂光子さんの乾杯で始ま

り、大塚光代さんの司会で９つの大テーブルに分かれた

参加者を次々に回り、近況を話していただきました。最

後まで、当時の名前や顔と一致しないなど、６１年ぶり

の長い空白を埋めるのは大変でした。会は橋本智代さん

の感動的な閉会の言葉で、別れを惜しみつつ終えました。 

 ここに掲げた６６人の弱冠８０歳の仲間をとらえた写真

は高島勲さんのカメラ。この群像の中の何人の名前を、

あなたは当てることができますか。 

■最後に、今回の同期会の準備したメンパーを紹介いた

します。 

 《主幹事》赤倉昭男《副幹事》小室節子、大塚光代

《幹事》猪俣昌子、小川清志・路子夫妻、長田百合子、

倉茂光子、桑原直子、小堀誠一、高島 勲、土屋政子、

橋本智代、山田悦子(幹事５０音順)  以上  

 

 

昭和48年卒業同窓会開催 
平成２８年１１月１２日京王プラザホテル八王子で、卒業生

１４５名が参加して盛会のうちに閉会しました。 

当日は当時の恩師、２組担任新倉先生、８組担任水田先生

のお二方にもご参加いただきました。 

会の様子などは同窓会ホームページで参加者からの写真

などでお伝えしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  南多摩高校昭和４８年卒業同窓会ホームページ 

  http://www3.hp-ez.com/hp/minamitama48/

参加者の集合写真 
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昭和44年卒 同期会報告 

「65、66 歳が高校生に戻った数時間」 

井上 務（昭和 44 年卒） 

母校見学会 

平成２８年１１月１９日(土)、午後４時からの「入学５０周

年記念」の同期会に先立って母校見学会を行いました。

「天候もイマイチだし参加者は数名だろうネ」との想定

を裏切る人数が小雨の中、集合。「駅から母校への道に

迷ってしまった」との友。母校脇を巡っていた湧水は暗

渠下、時計台のない校舎、林立するビル群に遮られる視

界…。迷っても仕方ありません。集合場所の歩道橋横で

は「久し振り～」「懐かしい～」は僅かで「あなたは

誰？」「君こそどなた？」でした。「そのうち思い出すヨ」。

午後２時３０分、そんな状態で見学会は始まりました。 

見学会は先ず、地図の専門家Ｈ氏が示す大正１０年の

地図資料の解説からスタート。「ひがしはちわうじ」と

表記される駅が母校の目の前にあったことを教えて頂き

ました。そして校内に。創立者胸像を見上げ、今や中学

生が入学してくる「都立南多摩中等教育学校」へと大変

身した我らが母校「都立南多摩高校」閉校記念碑に目を

転じ、美しく黄葉したイチョウを愛で、戦火にも負けず

に蘇ったクスノキを仰ぎ、マテバシイのドングリを拾い、

カリンの香りを確かめたりしていると目の前に野球部の

女子マネージャー２人の姿。「このオジサン、オバサン

達は５０年前に入学した皆さんの先輩」と挨拶し「将来

の夢は？」「甲子園には行けそう？」等と楽しい会話。

校長室を外から眺め、後輩たちに寄贈した多摩産材で作

られたイスとテーブル等を遠望し次なる目的地へ向かい

ました。 

母校土地提供者のお孫さん宅訪問 

そこは、我が母校の広大な敷地をまとめて提供してく

ださった方のお孫さんが暮らすお宅。大勢でお邪魔しま

したが大歓迎していただきました。土地の提供者は祖母

ナツさん、その場所に建った第四高女に通われたお母様

のツヤさんは人力車で送り迎えだった等のお話しを披露

してくださいました。ご本人も南多摩の卒業生。玄関先

で撮った写真をすぐさま人数分を焼き増してくださり同

期会会場に持参してくださいました。思ってもいないご

配慮に驚き感謝の心を込めて登壇をお願いしましたが固

辞されました。「それでは私たちの気持ちがおさまりま

せんので・・・」と懇願し会場でのご挨拶を頂いた次第

です。同期会に我らが集った淵源はこの方の祖母ナツ様、

そして創立者がいたからですので・・・ 

いよいよ同期会 

サンディエゴからの参加、スイスから帰国したばかり

の方、大学教授、市議会議員、画家、声楽家、会社重役、

北海道から駆け付けた管制官、地図やトリのエキスパー

ト、税理士、薬剤師、ベリーダンスもフラダンスもこな

す非凡なる主婦、数千を越える教え子を持つ多くの教員、

有能な公務員・・・多士済々でした。でも、みんな同期

生。多くが現役を引退する年齢。余生なんて言葉は余っ

た生ですが我が同期生は皆元気で世の中にまだまだ与え

るべきものとその気力・実力を備えた「与生」を生きて

いると感じました。 

大きな賛同の拍手 

その中でも会社重役だったＳ氏の近況報告は奥様へ美

味しい朝食を作って差し上げているとのお話しでした。

このお話しには非凡なる主婦集団の同期女性陣が「ウン、

ウン」と大きく頷きながらのそれは、それは大きな、大

きな賛同の拍手を送っている姿を私は見逃しませんでし

た。彼のスクランブルエッグは絶品だそうです。今度、

チャンスを作って彼のウクレレ演奏を聴きながら皆で試

食させて頂きたいものです。 

お元気な恩師 

ご出席いただいた恩師、相沢先生が「与生」の先頭を

走っています。恩師、三浦先生の溢れる若さはまるで

「同期生」でした。両先生、ご出席本当にありがとうご

ざいました。刺激的な卒後教育を今後とも宜しくお願い

致します。スライドショー、オー・ソレ・ミオスライド

ショーは盛り上がりました。「ワー！」「懐かしい～」

「これって山中湖？」「キャー、カワイイ～」の歓声が

会場に溢れました。作成中心者Ｔ氏および写真提供など

応援の皆さんに大感謝です。記録係りのＨ氏にも大感謝、

素早いＨＰへの写真アップに反響が続々（写真の中には

相沢先生撮影の写真も多数）。「華やぎて声あわせた」

校歌斉唱指導のＭ氏とＭさま、ありがとう！ 

Ｍ氏のオー・ソレ・ミオは圧巻でした。同期会も終盤、

夜も更けてきましたが閉会直前の会場には明るい「太陽」

が輝きました。発起人の皆さん、ありがとう！そして、

モウさん、久美ちゃんをはじめとする発起人の皆さんお

疲れ様でした。次回も期待しちゃいます。 

二次会でも語り尽くせずに三次会もあったとか・・・

病み上がりのＴ氏も三次会に参加したと聞き、これは全

快の証拠と安心しました。トリのＳ氏、高校時代は同級

生だったのに浪人したばっかりに大学に行ったらキャン

パスには先輩になっているＫさまとバッタリ。今回はそ

の先輩と楽しく語ったそうでメデタシメデタシ。 

「♪われら若人～♪」 

午後２時３０分からの母校見学会から携わり、司会もＫ

ちゃんとやらせて頂いてちょっとお疲れの私。クマが出

没する我が街は危険地帯なので、あまり遅くならないよ

うに二次会で失礼させて頂きました。お陰様でクマさん

に遭遇することなく無事に帰宅できました。クマ対策に

も有効かと「♪湧水は街をめぐり～♪」「♪われら若人

～♪」と歌いながら駅からの帰路につきました。 
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昭和45年卒業生同窓会 

田中洋・飯田隆（昭和45年卒） 

平成２８年１２月４日(日)「第４回 昭和45年卒 同窓会」

を京王プラザホテル八王子にて５年ぶりに開催し、男性

３３名女性２７名の計６０名の方々に出席して頂きました。 

卒業アルバム等を持参し、皆その頃に戻り笑顔で語ら

い、楽しいひとときを過ごしました。 

還暦記念同窓会から５年、早い！最近1年が短くなった

気がする、もう６５歳、実感が無い、ただ、体の随所に

経年劣化の症状が散見されることは否めない。 

開会に先立ち集合写真を撮影、私は最後列で椅子の上

に立ち、前列の人たちの頭を上から見る形になった、確

かに、色はゴマ塩から塩ゴマに、地形はサバンナから砂

漠へと広がり、温暖化と５年の歳月を感じさせた。 

田中ヘッドコーチの司会で会は始まり、幹事長臼井級

長の開会宣言、何故か似合う、だからクラス会でもない

のに級長なのだ。 

続いて、小林中等教育学校初代校長が我校の歴史が閉

じたのではなく、南多摩中等教育学校生徒が継承してい

ることを紹介してくれた。 

ただ、話に聞くと、現在の生徒たちは当時の我々より

出来が良いようだ、喜ぶべきだろうか？・・・喜ぼう！ 

料理と酒で徐々に話の輪が出来て行く、話題には困ら

ない、６５年間、同じ時代を同じ世代で過ごしたのだから。 

最近、話す相手の大半が年下、部下は半数以上が我が

子よりも若いので、時代の立ち位置の相違により、お互

いの基準に違和感を感じ、会話が行き詰るのである。 

彼らにとって宇多田ひかるの母親が藤圭子だが、正し

くは、藤圭子の息女が宇多田ひかるなのです。 

サイモン＆ガーファンクルの♪ミセス・ロビンソン♪

のテンポがダウンして、同調してジョンの車がノッキン

グしながらスローダウンするのです。 

シェークスピアが何と言おうと、ジュリエットはオリ

ビア・ハッセーなのです。 

これら我が世代の定理の上に会話は大いに盛り上がり、

時は瞬く間に過ぎ、次の再会を約し中締めとなりました。 

二次会はセレオ八王子のパパミラノに４４人参加して、

仕切り直しの延長戦となりました、ここでも話は尽きない。 

高校時代の思い出は、常に仲間がいて、そう、いたか

らできた思い出が多いよね。 

４００人が同じ場所で、同じ景色を眺め、同じ空気を吸

って、同じ時間を過ごした、それぞれ、違う角度、違う

感性、違う個性で。 

４００人×３６５日×３年＝・・・いっぱい。 

同窓会は思い出をいっぱい持ち寄って来る、半世紀過

ぎても発見はあるよね、思い出の場面を自分の反対側か

ら観た人もいる、理解できなかった謎が解き明かされる。 

話題も病気・医者・薬、年金、孫、半世紀の歴史、そ

して、これから。 

話題は途切れないよ、忘れるのも早いから同じ話の同

じフレーズで笑えるもん。 

２０１１年の第３回同窓会でサッカー部斉藤キャプテンの

提案によりソフトボールクラブ「チーム南多摩」ができた。 

２４名の同窓生と伴侶・子供・孫・知人、計３２、３名も

っとかな？ほぼ毎週日曜日に町田小山田自然公園小野球

場・八王子上柚木公園グラウンドを中心に活動している。 

高校時代、クラスもクラブも違い、話もしたことのない同

窓生とグラウンドを走り回る？？本人は走ってるつもり・・。 

キャプテン斉藤は「伸び代はまだまだあるぞ！」と先

頭を走る、よろけながら。 

田中ヘッドコーチは地道に教え続ける、卓球部出身な

のに野球・サッカーなんでも理論的な解説とコーチング

をする。私のような５年たってもルールを覚えきれない

継続的初心者にも・・ 同窓生だから。 

ベンチが同窓生サロンになるといいね、プレーしなく

ても、「暇だから顔見に来たよ！」 

なんてね・・・ 茶菓子と昆布茶は持参してね！ 

このチームの半分以上は高校時代付き合いが無かった、

あの頃知り合っていたら、もっと高校時代が楽しかった

かも・・・ どっちにしろ楽しかったけど。 

５０年前の３年間とチーム結成後の５年間、そして、こ

れから。 

今回の第４回同窓会から、「昭和４５年同窓会サロン」の

メンバーが増えるといいね。 

これからも、思い出造ろうよ、いっぱい！ 

話と笑いの中、いじり・いじられ時は過ぎ、ふと外を

見た・・・！ 

セレオ９階の窓は大きく南側に開けて遠く丹沢の山々

を望む、その山肌の右側を赤い光が縁取っていく、それ

は見る見る広がり山も街も空も染めていった。 

振り返って見える笑顔、その心の中にも暖かな光が広

がっているだろうな、同窓会っていいよね！ 

また、次の同窓会で話そう・・いっぱい。 

 

第４回 昭和４５年卒 同窓会 報告  参加者 ６０名 

幹事長・級長・審判長    臼井 彰 

企画・司会・ヘッドコーチ  田中 洋 

受付・会計 ？？？？    思い出せない 

付録・落書き・スパーサブ  飯田 隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の集合写真 
 

次回同期会は、平成３１年春（５月)の開催予定です。 
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南多摩中等１期生によるあかね会飲食出店 

井手田 悠希 （平成２８年卒）  

 
２０１６年度南魂祭において、のちに挙げるような様々

な理由から非常に多くの１期生が７度目の文化祭参加を

させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日の飲食店の外装 

 

 というのも、今年度の文化祭は今までと異なり飲食団

体がＰＴＡ・購買部・文化祭実行委員会という３団体しか

おらず、以前のようにクラス団体などからの参加があり

ませんでした。 

そうなってくると、様々な問題が発生します。  

 

 まず、第一に当日の飲食物の需要に対する供給が間に

合わない上に、担当者の負担が急増するということ。 

 次に、飲食団体がないと明らかに活気がなくなるであ

ろうことが想定されたこと。 

 ここで、生徒による飲食を完全に無くしてしまうと、

後に飲食出店希望団体が現れた時に参考になるようなも

のがなくなってしまうこと。 

以上に挙げられたような様々な理由から１期生による

飲食出店を決意しました。 

 

 実際に活動を始めるためには様々な手順を踏む必要が

あり、困難ではありましたが、同窓会の先輩の皆様方や、

購買部、ＰＴＡの方々による多大なるご支援によってそ

れらを乗り越え、実施させて頂く事が出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にぎわう飲食店 

 

 また、飲食出店をするにあたって参加した多くの1期

生皆それぞれが楽しんで参加してくれた上に、最終的に

は、しっかりと黒字で終わりを迎える事ができ、非常に

良い形で終わる事が出来たのではないかと思っています。 

 

 今回が初の試みであったこともあり、今後これに続く

後輩が現れた時の為にしっかりとサポートしていけるよ

うに道を作っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に多くの１期生が参加してくれました。 
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新会員の御挨拶 

佐藤 瞭（南多摩中等教育学校二期生）  

部活は最後までやった。引退後も合宿に行った。南魂

祭も、３つともがっつり参加した。中夜祭にも出演した。

センター試験もうまくいった。４年のときから憧れてい

た東京大学に合格できた。南多摩でやりたいことは大体

できたんじゃないかと思う。 

部活や行事で、ひとつの作品やモノを仕上げていくの

が楽しかった。突き動かされるように練習や作業をして

いた。ひとつのことにしか意識が向かないようで、「文

武両道」なんてものはできていなかった。６年次の文化

祭までは部活・行事にほとんど時間を割いていて、受験

対策にまともに時間を使い始めたのはその後だった。逆

に心理的な境界がはっきりしていてよかったのかもしれ

ない。 

東京大学には一般入試で入るつもりだったが、「５年

次のライフワークで書いた論文を改良したら、東大の推

薦入試もいけるかもしれない」という三井先生の言葉が

きっかけで推薦入試も視野に入れた。推薦入試では、改

訂版の論文と、太鼓部が全国大会に出場した実績の２つ

を提出した。面接の後は落ちたかな、と思っていたが、

何とか推薦入試で合格をもらうことができた。 

……などと書いていられるのは、進路が希望通りに決

定したからだが、いつでも順風満帆だったわけではない。

２年のころは成績が悪く、担任の先生に「このままでは

まずい」と個人面談で言われるほどだった。ちょうどそ

のころ、父が『ドラゴン桜』というマンガを買ってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和太鼓の練習をする佐藤君 

 

高校生が１年で東大を目指すストーリーの中で、勉強

のコツが紹介されているマンガだ（のちに東大に意識が

向くきっかけにもなった）。書いてあることを次の定期

テストでやってみたところ、得点が伸びていた。これが

きっかけで、効率よく勉強を進められるようになったの

だと思う。 

部活でも、行事でも、受験でも、たくさんの人々に支

えてもらった。東京大学に入学した後も人との関わりあ

いを大切にしていきたい。 

 

鈴木 彩乃（南多摩中等教育学校二期生） 

私の南多摩での六年間を表すと「部活動」のひと言に

尽きます。中等一年の時、先輩方の明るい雰囲気に惹か

れ、未経験ながら女子バレーボール部に入部しました。

毎日重い荷物(一度計量したら１０ｋｇありました！)を持

ち、慣れない電車通学かつ土日も部活動という凄まじい

生活でした。後期課程に入るとさらに真剣に取り組むよ

うになり、チームスポーツの難しさに圧倒され、ミーテ

ィングを重ねるたびに自分の視野の狭さや気遣いの足り

なさを痛感する毎日でした。しかし、今は厳しいバレー

部に入って本当に良かったと思っています。礼儀作法、

相手の立場を思いやることなど人として大切なことを学

べました。一番に感じたのは、自分がどれだけ周りの人

に支えられているかということです。それは部活動に限

らず、委員会活動やクラスでも同様で、南多摩には人目

につかなくても陰で進んで仕事をしてくれる人が本当に

多いと思います。それによって学校全体が成り立ってい

るということ、その尊さを感じました。 

また、私の目標は、部活動と勉強の両立でもありまし

た。振り返ると、帰宅後疲れてお風呂にも入らず朝まで

眠りこんでしまうことや、考査期間中でも部活の練習メ

ニューを考えたこともありました。しかし、苦しい中で

も目標を達成することができたのは、仲間がいたからで

す。みんな同じ境遇にいたからこそ、出来る時に出来る

ことを全力でやるという当たり前のことができたのかも

しれません。今となっては、寝ずに取り組んだ英語の課

題のおかげで、基礎が身についたのだと思えます。「す

べてのことに意味がある」という言葉は核心を突いた言

葉だと実感しました。 

さらに、部活動を通して気づいたことは、先輩との繋

がりのありがたさです。直接関わりのあった一、二年上

の先輩方だけでなく、幾つも上の年代の南高の先輩方が

夏休みの合宿に来て下さいました。文化祭や体育祭の行

事でも、卒業から時が経っても南多摩に訪れて下さる多

くの先輩方を見かけます。私たち後輩に出来ることは、

「また訪ねたい」と思えるような、変わらない南多摩の

伝統を、大切に引き継いでいくことなのだと感じました。 

卒業後も、支えてくれた沢山の方々、そして貴重な経

験を与えてくれた南多摩に恩返しが出来るよう実りある

大学生活を送りたいです。  
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あかね会と同窓会活動・母校支援について 
 

◆平成28年度あかね会総会開催 

平成２８年５月１５日（日）、多数の南多摩中等教育学校

第１期の卒業生を迎えて、平成２８年度南多摩同窓会あ

かね会の総会が開催されました。 
 第１部の総会は、小林幹彦副会長（昭和４５年卒）の

司会で開始され、石川会長、永森校長のあいさつに続き、

昭和３６年卒の熊田義昭氏が議長に選出され、定期総会

の議事に入りました。 
 議題は、平成２７年度の事業報告、決算報告に続き、

平成２８年度の事業計画案、予算案について審議が行わ

れ、それぞれが原案どおり決定されました。 
 平成２７年度の事業報告には、体育館に掲げられてい

た南多摩高校の校章を西口玄関正面に設置する校章台の

寄贈が報告されました。閉校した南多摩高校の校章は、

体育館に掲げられていたもので、地上に下すと身の丈を

越える大きさがあり、新たな南多摩中等教育学校の玄関

に飾られることとなりました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 第２部は、同窓会顧問の黒須隆一氏（昭和３５年卒・

前会長）による講演がありました。テーマは「台湾にお

ける日本人の足跡」と題し、台湾の歴史、明治時代に台

湾の自立のために粉骨をささげた日本人の姿とそれが現

在の発展の礎になっていることを分かりやすく解説して

いただきました。 
講師の黒須氏は前八王子市長ですが、今回の演題はも

う一つの顔である「八王子・台湾友好交流協会」理事長

という立場での話でした。参加者の中にも台湾を訪れた

経験のある人も多く、講演後の質問も多く出されました。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 第３部の懇親会は、西澤篤司氏（平成２年卒）と入沢

修自氏（平成５年卒）の進行で始められました。会場に

は前校長の押尾勲先生、前副校長の吉田寿美先生、太鼓

部の顧問である今川健司先生のほか、ＰＴＡ会長の日笠

美香氏に出席いただき、新入会員である今年の卒業生も

２５名が参加され、南多摩中等教育学校の卒業生を迎え

るにふさわしい会になりました。 
 新入生から、「総会は予想以上に楽しかった。第一部

の定期総会では予算がどう動いているか分かった。会員

として縦の繋がりも大切にしていきたい」との感想が述

べられました。 
最後は音楽家・丸山久氏（昭和４４年卒）の指揮で校

歌を斉唱し、和やかな会は散会となりました。 

◆高尾山納涼会の開催 

 ８月２０日（土）、恒例のあかね会納涼会が高尾山薬

王院で開催されました。開始から終了まで雨の洗礼を受

けた、まさしく涼しい納涼会となりました。 
 新しく赴任された永森比人美校長、池戸成記副校長、

旧教員の木村真理子氏をはじめ３３名が参加し、薬王院

客殿で開催されました。 
 納涼会に先立って行われた第２回常任委員会では、あ

かね会活動協力金の報告、平成３０年２月発行の会員名

簿の概要、９月の文化祭「南魂祭」への出展計画、売店

出店計画などについて協議が行われました。また、母校

太鼓部が広島県三原市で行われた全国大会への初出場の

報告があり大いに盛り上がりました。 
 正午から開催された納涼会では、ＯＢの大山隆玄高尾

山薬王院貫主、石川和昭あかね会会長の挨拶、黒須隆一

顧問の乾杯があり、出席した皆さんは名物の山菜料理

「高尾膳」を食しながら懇談会に入りました。外は降雨

のために猛暑もひと休みした心地よさの中で、参加者の

皆さんからひと言ずつ近況報告などがなされ、和やかな

うちに納涼会を終えました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高尾山納涼会参加の皆さん（薬王院客殿前で）
講演をする黒須氏 懇親会の様子

総会の様子
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◆母校文化祭「南魂祭」に作品出展 

南多摩中等教育学校の文化祭「南魂祭」が、９月１０日

（土）～１１日（日）に母校で開催され、あかね会は、西館

玄関から入った２階６年Ｃ組教室で、会員の作品展示等

により参加しました。 
今回で７回目となる「卒業生作品展」は、１９人・３９

点の出展となり、同窓生による書道、絵画、写真、陶芸、

能面、編物、生花、出版物などの作品が展示されました。

中でも８月に太鼓部が初出場となった全国大会「ひろし

ま総文応援ツアー」の染谷英夫さん（昭和３１年卒）の

写真が、参観者の目を引きました。 
昨年も好評だった中田君代さん(昭和３７年卒)の指導に

よる「折り紙教室」や恒例になった「あかね会クイズ」

も中等生や父兄と共に参加した小さなお子さんで賑わい

ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今回は、生徒による飲食店の出店がないことを知った

中等生第１期卒業生１８名が中心になって飲食店を出店

し、文化祭の華やかさを盛り上げることができました。

担当した中等生第１期会員の感想は、「予想以上に見応

えのある店舗の飾りつけが作れた。運営に参加する者も

楽しめた。初めての試みであったがとても良かった」な

どでした。 

◆先輩に学ぶ開催 

１２月１５日（木）、母校体育館で中等４・５年生の約３００

名を前に、黒須隆一顧問（昭和３５年卒）から「当事

者・リーダーになるということ」をテーマに「先輩に学

ぶ」講演会が開かれました。 
講師からは、リーダーを目指すことになった分岐点、

経験した成功や挫折をいかに人生の糧としてきたか、南

多摩の後輩に経験してほしいことなどを、熱く語ってい

ただきました。 
  
 
 
 
 
 

講演終了後には、受講生から「（市長時代の）新しい

発想はどこから生まれたのか。落選から学び、どのよう

な取り組みをされたか。何故、レーシングドライバーを

目指したのか」などの質問がありました。 
最後に、生徒代表から「苦手な人前で話すことを克服

するために、アパート屋上で演説練習をしたことを見習

いたい。失敗から学んだこと、前例踏襲を打ち破った事

例に感銘した。健康に留意している講師の元気な姿に学

ばせて頂いた」などの答礼があり、講師から「しっかり

聴いてくれて嬉しい。楽しい１時間でした」と感想が述

べられました。その後、生徒から花束が贈呈され講演は

終了しました。 

◆あかね会新年会開催 

平成２９年１月１４日（土）、南多摩同窓会あかね会の新年

会が、京王八王子駅前のザ・ビー八王子において、４０

名が出席して開催されました。 
石川和昭会長から新年の抱負が語られ、永森比人美名

誉会長（校長）からは、母校の部活動の活躍、大学入試

に向かう生徒の状況が紹介されました。部活動では、太

鼓部が昨年夏に広島県三原市で開催された全国大会に東

京代表で出場し、南多摩フィルハーモニーは福島県郡山

市で行われた全日本合奏コンクールに参加したことなど

が報告されました。 
新年会の前に開催された常任委員会では、それまでの

活動行事、会員名簿の発刊計画の報告に続き、２９年度

広報の発行計画が提案されました。 
新年会は西澤篤司氏（平成２年卒）と入沢修自氏（平

成５年卒）の進行で始まりました。永森校長、田母神副

校長、ＰＴＡ日笠美香会長にも参加いただき、挨拶の後、

黒須隆一顧問による乾杯の発声で懇談に入りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
しばらく懇談の後、各テーブルから新春インタビュー

を行いました。最後は上野千惠子さん（昭和２６年卒）、

大塚光代さん（昭和３０年卒）の音頭で第四高女の校歌、

南多摩高校・中等教育学校の校歌を声高らかに斉唱しま

した。終始、新春の和やかな新年会でした。 
   講演をする黒須氏 講演会の様子

上：折り紙教室の様子 

下：南多摩の歴

史を振り返る

パネル展示 

左：第四高女の

卒業生から南

多摩中等教育

学校卒業生ま

でが一堂に 

右：参加者全員

で校歌斉唱
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医療法人社団 大島会 

大島耳鼻咽喉科気管食道科クリニック 
院長  大島 清史／副院長  澁谷 正人 

大島 富子(昭和 25 年卒) 

〒192-0046 八王子市明神町 4－5－9 
TEL：042-642-8012 

http：//www.oshima-ent.com 
 明るい未来を拓く、元気な子供達を育てます。 

   社会福祉法人  相友会 

保 育 園    
諏 訪 の ぞ み 乳 児 園 

  理事長 村松 一恵（昭和 28 年卒） 

法人本部〒193-0812 八王子市諏訪町５ TEL：042-651-4555

病院、施設の給食品専門問屋 
 
 
 

代表取締役 増田太郎／増田敦子（昭和34年卒) 
〒193-0801 八王子市川口町 1415 

TEL：042-654-2222 FAX：042-654-5049 
http://www.masudaya.1965.com 

 

西八王子駅北口徒歩２分 白木に囲まれた世界 

レンタルギャラリー トラウト 

代表  増田 克哉 （昭和５１年卒） 

193-0835 八王子市千人町２－２０－３ 
電 話：０４２－６６８－０１２３ 
http://ｗｗｗ．g-trout．ｎeｔ 

墓所のご案内いたします◇心を込めてお作りします 

(有) 渡辺石材店 
専務取締役 氏家 雅子（旧姓 渡辺） 昭和51年卒 

創業90余年 母校近く、母娘共に南高の卒業生です！ 
〒192-0046 八王子市明神町1-25-1 

電話：０４２-６４３-０２１３  FAX：０４２-６４３-８９３３ 
www.watanabesekizai.co.jp 

   TKC．KFS 推進事務所 

加藤 晃 税理士事務所 
●決算業務(法人税・所得税・消費税) ●相続税・贈与税申告 

税理士・所長 加藤 晃（昭和３８年卒） 
〒192-0032 東京都八王子市石川町 733-4 

TEL：042-644-1771  FAX：042-645-7372 
http：//www.tkcnf.com/ntk/ 

浅 川
長房西
諏 訪

 

 

　

（昭和35年卒）

〒192-0046 八王子市明神町4-1-2ストーク八王子205号
TEL・FAX  0 4 2 − 6 4 4 − 5 5 8 0

携帯 0 9 0 −61 5 0 −4 9 6 5

 
 

   
 
 

 

薬王院 山主 大山 隆玄（昭和28年卒） 

http://www.takaosan.or.jp 

高級オリジナルニット 

色彩の魔術師 

浅野 常子（昭和３４年卒 旧姓長谷川) 

〒192-0904 八王子市子安町 3-32-10-106 
  ☎･FAX:042(646)9833／090-1422-1192 
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皮膚科・アレルギー科 

城山右田医院 
院長  村田 恭子／右田 貞子(昭和 26年卒) 

〒252-0105神奈川県相模原市緑区久保沢 1-2-7 
TEL：042-782-2120 

不動産業（賃貸マンション・貸倉庫） 
石田倉庫のアートな２日間 

代表取締役社長  石田 高章 

常務取締役  石田 菊江(昭和27年卒) 

〒190-0013東京都立川市富士見町 2-32-27 石田産業ビル 2F 
TEL：042-522-2406  FAX;：042-525-0483 

伊藤税務会計事務所 
税理士 伊藤 仁教 

        伊藤 幸子 (昭和32年卒） 

〒192-0045八王子市大和田町３－６－２１ 

TEL：(042)642-2719 FAX：(042)642-5034 

 

《保育方針》 心身共に丈夫な身体づくりと、 

夢と希望を持った子供に育てよう。 

社会福祉法人愛和会 多賀保育園 
園長  和田 百合子（昭和３５年卒） 

 

〒192-0051 八王子市元本郷町３－６－１８ 

電話：042-622-2054   FAX：042-622-2054 

 

コンピュータソフト開発＆運用 

(有) ラ イ ズ 
代表取締役  中村 晋也（昭和５３年卒） 

〒192-0066 八王子市本町30-6 (N-Twoビル３F) 

電話：042-620-5425   FAX：042-689-4149 

創業６７年 
八王子で最も歴史ある水道工事店です 

株式会社  市川工業所 
施工管理技師 野澤 経子（旧姓 市川） 昭和５５年卒 

〒192-0065 東京都八王子市新町８－４ 

電話： Fax：0４２-642-6829 
 法あるところに救済あり！ 

 

 

 

みなさまとお会いしたいと思っています 

代表 入沢 修自(平成５年卒) 

〒206-0011 東京都多摩市関戸４－２３－１ 関戸ビル３０１ 
電話：０４２-３８９-５５７０ Fax：042-389-0755 

http://www.sorai-law.com 
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５月21日の「平成２９年度あかね会定期総会」にご出席ください 

南多摩同窓会「あかね会」は、あかね会規約第７条により、毎年５月の第

３日曜日に八王子市内で定期総会を開催しています。  
今年は、総会終了後に７ページに掲載したプロけん玉師・伊藤佑介氏（平

成１０年卒業）を講師に迎え、講演会を開催します。 

同窓会総会は、現在の母校を知る機会であり、また、共に学んだ仲間との

再会、年齢を越えた先輩や後輩の新たな出逢いの場でもあります。同級生、

クラブ活動を共にした仲間等と誘い合ってご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度あかね会定期総会 

【日時】平成２９年５月２１日（日）１１時～ 

【場所】ザ・ビー八王子 

八王子市明神町４-６-１２ ☏ ０４２-６４６-０１１１ 

【懇親会費】５千円（学生２千円）（当日徴収） 

【プログラム】 

総会 １１時～１２時 

     平成２８年度事業報告・決算報告 

     平成２９年度事業計画・予算案 

     役員改選 

講演会 １２時～１３時 

講師 伊藤 佑介 氏（平成１０年卒業） 

（プロけん玉師。大道芸人。日野市出身。 

南多摩高校を経て青山学院大学法学部を卒業） 

演題 「けん玉曲芸」 

懇親会 １３時～ 

昼食、懇談、新入会員の紹介等 

【申込方法】常任委員を通じてお申込みください。 

又は、下記へ５月１４日(日)までにご連絡ください。 

【申込先】 田中ミホ ☏ ０４２-６４６-１１５５ 

溝口 猛 ☏ ０９０-６４８９-５９３９ 

「あかね会活動協力金」のお願い 
この度のあかね会広報誌「みなみたま」第８号の発行

は、卒業生会員（３万名弱）のうち、物故者、消息不明

の方を除く１万８千名の方にお送りしました。 

「あかね会活動協力金」は、母校のクラブ活動や進学

指導等の支援を含み、広く同窓会活動全般の協賛を目的

に会員の皆さまにご協力をお願いすることとしました。 

１口千円とし、従来の広報発送費だけでなく、その他

の母校を支援への資金として活用させていただきます。 

ご協力はあくまでも任意です。お志のある方は、可能

な範囲でご協力をよろしくお願いします。

あかね会活動に、ご一緒に参加してみませんか 
◆高尾山納涼会（８月１９日（土））高尾山薬王院の精進料理

を食べて夏バテを解消。参加費５，５００円（予定） 

◆母校文化祭への出品者募集（９月９日（土）・１０日（日）） 

母校の文化祭「南魂祭」に卒業生の作品展示を行いま

す。書道、絵画、写真、陶芸作品などを募集します。 

⇒連絡先  田中 ミホ【電話】０４２-６４６-１１５５ 

住所変更の際には、あかね会にご一報ください 
毎年、広報誌を発行しますと、多数の戻り便が発生し

ています。会員の皆様にご住所やお名前の変更がありま

したときは、あかね会あてにご連絡ください。 

【メール】meibo@akanekai.org 

【郵 便】〒１９２-８５６２ 八王子市明神町４-２０-１ 

都立南多摩中等教育学校内 あかね会名簿担当あて 

 

編集後記 

 今号では同学年全クラスの同窓会の記事を集めてみた。

卒業して仕事や子育てに追われ、しばらく疎遠になって

いた同級生との再会は過ぎ去った数十年の時を消し去っ

たことだろう。一方、卒業したての若者も文化祭で母校

の支援に集まった。過ぎた時間は違っても再会したとき

の感覚はあまり違わないのではないだろうか。 
 年１回の発行だが、この会報が母校とすべての卒業生

を繋ぐ一助になってくれることを願っている。（菱山） 
  

昨年の定期総会 
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